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第
六
節
　
養
生
所
と
医
学
所
の
設
立
第
六
節
養
生
所
と
医
学
所
の
設
立
　
ポ
ン
ペ
は
長
崎
に
赴
任
以
来
、
基
礎
医
学
の
教
科
課
程
よ
り
始
め
て
、
■
臨
床
医
学
の
教
科
課
程
に
至
る
と
い
う
教
育
法
を
採
り
、
物
理
学
、
化
学
、
解
剖
学
等
の
一
般
教
養
科
目
か
ら
基
礎
医
学
の
解
剖
学
及
び
臨
床
医
学
の
糊
帯
学
に
及
ん
だ
。
物
理
学
と
化
学
も
理
論
ば
か
り
で
、
標
本
室
も
実
験
室
も
実
験
器
具
も
な
く
、
又
、
解
剖
学
は
系
統
解
剖
学
と
組
織
学
実
習
を
す
る
ば
か
り
で
、
屍
体
解
剖
の
実
習
施
設
も
な
く
、
そ
の
屍
体
さ
え
も
入
手
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
追
っ
て
教
授
す
べ
き
基
礎
医
学
の
各
科
と
臨
床
医
学
の
各
科
の
実
習
設
備
を
整
え
る
必
要
を
痛
感
し
、
安
政
四
年
中
に
解
剖
学
実
習
の
課
程
を
進
め
る
べ
く
、
屍
体
解
剖
に
よ
る
解
剖
学
教
授
を
行
い
た
い
こ
と
と
、
病
院
設
立
の
こ
と
を
建
議
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に
は
全
く
な
か
っ
た
洋
式
病
院
の
設
立
な
の
で
、
直
ち
に
実
現
を
望
ん
で
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
、
徐
々
に
で
も
新
し
い
設
備
が
実
現
で
き
れ
ば
、
こ
れ
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
と
、
屡
々
要
求
す
る
こ
と
に
し
た
。
長
崎
奉
行
所
に
対
し
て
、
こ
の
要
求
を
な
し
、
且
つ
江
戸
幕
府
に
も
諒
解
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
岡
部
駿
河
守
は
ポ
ン
ペ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
こ
れ
を
麦
持
し
て
、
永
井
玄
蕃
頭
と
連
署
の
上
、
幕
府
に
対
し
て
上
申
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
二
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
て
江
戸
参
府
を
な
し
た
オ
ラ
ン
ダ
領
事
ド
ン
ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
㎏
田
b
田
O
b
α
ユ
犀
U
O
亭
犀
段
O
ξ
江
拐
　
が
オ
ラ
ン
ダ
文
を
以
て
幕
府
に
提
出
し
た
文
書
の
趣
旨
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
説
明
に
も
長
崎
表
外
療
蘭
人
、
即
ち
ポ
ン
ペ
の
提
出
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
七
項
目
中
、
三
項
目
ま
で
が
医
学
関
係
で
あ
っ
た
。
次
に
そ
の
目
録
を
「
安
政
五
午
年
、
和
蘭
領
事
官
参
府
御
用
留
、
江
戸
取
扱
書
類
書
状
」
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
　
　
　
和
蘭
領
事
官
蘭
書
差
上
候
儀
二
付
申
上
候
書
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
玄
蕃
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
駿
河
守
　
長
崎
表
外
療
蘭
人
筆
記
致
し
候
趣
二
而
別
冊
病
院
同
附
図
井
種
痘
之
記
　
其
外
蘭
書
玄
蕃
頭
和
蘭
領
事
官
江
応
接
之
砺
差
上
度
旨
二
而
差
出
候
二
一62一
付
即
別
紙
目
録
相
添
差
上
申
候
依
之
此
段
申
上
候
以
上
午
　
三
月
　
　
目
　
録
一
　
病
院
心
得
方
之
記
略
一
　
病
院
心
得
方
之
記
略
附
図
一
　
ソ
イ
グ
及
ひ
ペ
ル
ス
ポ
ソ
プ
略
記
一
　
耕
作
井
農
業
之
略
記
一
　
天
地
間
之
事
を
記
た
る
略
書
一
　
種
痘
植
付
方
取
扱
之
記
略
一
　
天
地
間
之
事
を
記
た
る
略
書
　
右
之
通
御
座
候
今
、
永
井
玄
蕃
頭
岡
部
駿
河
守
　
三
枚
　
壱
枚
　
四
枚
　
拾
冊
拾
四
冊
　
壱
冊
　
五
冊
　
　
　
こ
の
内
容
の
す
べ
て
を
充
分
に
覗
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
病
院
建
設
は
し
ば
し
ば
ポ
ン
ペ
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
種
痘
に
つ
い
て
は
別
に
示
し
た
よ
う
に
安
政
四
年
末
以
後
（
一
八
五
八
年
一
月
）
大
流
行
を
み
た
天
然
痘
に
対
す
る
衛
生
行
政
案
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
且
つ
種
痘
施
行
に
当
っ
て
難
渋
し
て
い
た
痘
苗
の
こ
と
や
種
痘
法
の
不
備
を
補
う
べ
き
そ
の
処
置
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ポ
ン
ペ
は
こ
の
日
本
最
初
の
洋
式
病
院
護
立
の
計
画
に
つ
い
て
、
第
二
次
海
軍
伝
習
教
官
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
一
等
尉
官
ト
ロ
ー
エ
ン
甲
q
＜
き
↓
8
㎞
雪
と
協
議
の
上
、
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
軍
事
病
院
と
市
民
病
院
の
構
造
を
総
合
し
た
病
院
の
設
計
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
が
、
岡
部
駿
河
守
が
付
添
っ
た
出
島
の
商
館
長
ク
ル
チ
ウ
ス
は
二
月
二
十
四
日
（
陽
暦
四
月
七
日
）
に
、
将
軍
家
定
に
謁
し
て
い
る
。
こ
の
ク
ル
チ
ウ
ス
と
岡
部
駿
河
守
及
び
永
井
尚
志
の
援
助
に
よ
っ
て
、
ク
ル
チ
ウ
ス
に
托
し
た
ポ
ン
ペ
の
建
白
書
は
再
び
幕
府
に
達
し
た
と
同
時
に
、
ポ
ン
ペ
自
身
も
江
戸
出
発
前
に
長
崎
奉
行
所
に
建
白
書
の
写
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
内
容
は
『
日
本
に
お
け
る
五
年
間
』
に
よ
れ
ば
、
前
と
同
様
、
医
学
が
そ
の
伝
習
に
当
っ
て
は
実
習
を
必
要
と
す
る
た
め
、
洋
式
病
院
の
設
立
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
解
剖
学
研
究
の
た
め
屍
体
解
剖
実
習
の
設
備
と
材
料
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
こ
と
、
図
書
室
、
化
学
実
験
室
、
外
科
機
械
備
付
室
な
ど
の
設
置
を
要
す
る
こ
と
な
ど
を
列
挙
し
た
も
の
で
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
は
ポ
ン
ペ
の
こ
の
建
白
書
に
基
く
病
院
設
立
を
実
現
す
る
た
め
、
大
い
に
尽
力
し
た
。
ポ
ン
ペ
は
医
学
教
育
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
種
々
の
方
策
を
考
え
、
且
つ
長
崎
奉
行
所
及
び
幕
府
に
対
し
て
協
力
を
求
め
た
。
そ
れ
も
忍
耐
と
努
力
を
重
ね
、
し
ば
し
ば
そ
の
要
請
を
行
っ
て
い
た
が
、
松
本
良
順
、
永
井
尚
志
等
の
他
に
、
こ
の
ク
ル
チ
ウ
ス
に
托
し
た
一63一
第
六
節
　
養
生
所
と
医
学
所
の
設
立
建
白
書
の
写
を
奉
行
所
に
提
出
し
た
時
、
そ
れ
を
受
取
っ
た
岡
部
駿
河
守
の
絶
大
な
好
意
は
こ
の
ポ
ン
ペ
の
諦
め
よ
う
と
し
て
も
諦
め
得
な
い
企
画
の
実
現
を
早
か
ら
し
め
た
。
安
政
五
年
五
月
（
一
八
五
九
年
六
月
）
に
は
、
ポ
ン
ペ
は
先
の
病
院
設
計
を
説
明
し
、
そ
の
建
築
法
、
使
用
法
を
述
べ
、
更
に
病
院
規
則
そ
の
他
の
質
疑
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
応
ず
る
旨
を
出
島
よ
り
報
告
し
た
が
、
こ
れ
は
ポ
ン
ペ
が
先
の
設
計
の
説
明
を
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
六
月
二
十
六
日
（
陽
暦
八
月
五
日
）
長
崎
奉
行
所
で
は
、
ポ
ン
ペ
の
要
請
が
医
学
教
育
上
、
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
荒
尾
石
見
守
と
木
村
図
書
連
署
の
上
「
病
院
御
取
建
之
儀
二
付
奉
伺
候
書
付
」
を
町
便
に
よ
り
幕
府
に
提
出
し
た
。
即
ち
七
月
十
三
日
（
陽
暦
八
月
二
十
一
日
）
、
そ
の
進
達
を
受
け
た
幕
府
は
八
月
四
日
（
陽
暦
九
月
二
十
一
日
）
に
至
り
、
備
後
守
よ
り
早
川
庄
次
郎
を
経
て
覚
を
下
附
し
、
「
伺
之
通
相
心
得
御
入
用
其
外
共
巨
細
取
調
可
被
相
伺
候
事
」
と
許
可
を
与
え
た
。
現
在
、
そ
の
一
部
が
島
津
家
文
書
中
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
奉
行
所
か
、
江
戸
か
で
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
病
院
の
設
計
は
「
病
院
構
造
」
　
（
沼
田
郎
氏
著
『
幕
末
洋
学
史
』
）
に
よ
れ
ば
、
病
人
舎
、
各
病
者
居
所
、
廻
廊
下
、
書
役
、
監
察
官
室
、
番
医
師
室
、
看
護
、
稼
垢
衣
会
ヲ
洗
濯
ス
ル
所
、
炊
煮
所
、
薬
局
、
患
者
衣
裳
貯
蔵
所
、
厩
、
薪
炭
食
糧
貯
所
二
軒
、
通
融
大
門
等
の
建
物
の
他
、
水
井
、
階
段
が
あ
り
（
文
中
の
看
護
は
、
看
護
室
か
、
看
護
衣
か
、
不
明
。
）
、
　
外
側
壁
、
ド
ワ
ー
セ
ブ
・
ッ
ク
階
段
門
戸
側
立
壁
等
の
壁
が
あ
り
、
病
舎
に
は
入
口
戸
、
障
子
窓
を
付
け
、
廻
廊
に
も
、
諸
種
寮
室
に
も
窓
を
付
け
、
諸
種
寮
室
の
戸
は
廻
廊
に
続
け
る
。
又
、
病
院
の
庭
園
の
一
部
は
開
諮
と
な
さ
し
む
べ
く
、
喬
木
を
植
え
る
べ
ぎ
で
は
な
い
と
し
、
そ
う
し
な
い
と
ヤ
大
気
の
通
風
が
妨
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
灌
木
、
青
草
を
植
え
た
が
よ
い
。
そ
の
他
、
屋
舎
の
内
庭
、
或
い
は
屋
外
に
鶏
を
飼
育
す
る
所
を
設
け
、
霊
安
所
を
一
室
作
っ
て
、
患
者
が
死
亡
し
た
際
に
は
病
舎
に
置
く
べ
き
で
は
な
く
、
こ
こ
に
送
っ
て
屍
体
を
解
剖
し
、
解
剖
学
を
講
義
す
べ
き
で
あ
り
、
末
多
硝
子
窓
を
設
け
て
外
よ
り
人
が
覗
け
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
又
、
霊
安
所
の
上
際
に
窓
を
開
け
て
置
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
図
式
は
平
坦
な
地
に
劃
す
る
も
の
で
、
病
院
巨
屋
そ
の
他
の
要
用
及
び
寮
舎
を
構
成
し
、
更
に
こ
の
一64一
屋
の
上
に
二
階
を
架
す
べ
き
で
、
構
造
は
す
べ
て
一
階
と
同
様
に
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
又
八
病
室
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
叉
、
ド
ワ
ー
セ
ブ
ロ
ッ
ク
に
二
階
を
建
て
、
十
個
の
各
室
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
広
幅
は
す
べ
て
ド
ワ
ー
セ
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
階
建
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
二
階
の
用
は
一
階
と
違
い
、
こ
こ
に
手
術
室
、
器
械
室
、
書
籍
室
な
ど
を
置
く
。
看
護
者
の
室
一
．
二
軒
を
設
け
る
べ
き
で
、
こ
れ
は
、
或
い
は
叉
常
に
二
室
を
設
け
て
大
手
術
を
受
け
た
患
者
が
、
手
術
後
、
一
週
間
療
養
す
る
の
に
備
え
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
病
院
が
軍
用
病
院
と
な
る
べ
ぎ
時
は
二
階
建
の
一
棟
か
二
棟
を
ヲ
ッ
ピ
シ
ー
ル
病
室
と
し
て
備
え
る
べ
く
、
こ
れ
は
善
良
病
院
で
は
欠
く
べ
か
ら
澱
も
の
で
あ
る
。
こ
の
八
室
を
備
え
る
病
院
は
各
室
に
患
者
二
十
五
名
を
置
き
、
各
舎
の
長
さ
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
百
弗
多
、
幅
は
三
十
弗
多
、
高
さ
は
十
六
弗
多
、
内
面
は
四
十
八
弗
多
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
屋
舎
の
土
基
は
オ
ラ
ン
ダ
石
灰
（
乾
燥
し
た
砂
に
四
分
の
一
の
生
石
灰
を
混
ず
）
を
よ
く
搏
粁
し
、
高
く
積
堆
し
て
築
く
べ
き
で
あ
る
。
　
構
屋
の
形
は
H
の
字
の
よ
う
に
し
、
H
の
開
口
は
通
風
の
方
向
に
順
わ
せ
、
屋
の
竪
径
に
風
が
入
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
自
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
分
の
考
え
で
は
日
本
の
南
部
で
は
、
南
北
の
方
向
が
最
も
よ
い
。
一
般
に
通
風
は
南
北
に
吹
く
こ
と
が
最
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
屋
壁
は
甕
壕
し
、
窓
に
は
ガ
ラ
ス
戸
を
張
り
、
屋
上
は
瓦
を
置
く
の
が
一
番
良
い
。
大
気
を
清
潔
に
す
る
た
め
に
外
壁
に
四
角
な
孔
を
穿
ち
、
障
子
を
つ
け
る
。
病
室
及
び
廻
廊
の
壁
に
同
様
の
窓
口
を
開
き
、
こ
の
窓
口
は
相
対
し
て
は
い
け
な
い
。
病
室
と
外
壁
の
窓
口
は
互
い
に
上
下
し
て
開
く
べ
ぎ
で
あ
る
。
窓
口
の
大
き
さ
は
四
方
を
ニ
パ
ル
モ
と
し
、
各
室
の
外
壁
に
三
口
、
碑
の
上
に
開
か
せ
る
。
又
、
二
階
の
天
井
の
中
位
に
大
円
窓
を
開
き
、
開
閉
を
便
に
し
、
上
方
に
騰
る
温
い
蒸
気
を
抜
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
冬
季
に
は
病
院
は
人
工
的
に
列
氏
零
下
十
五
度
の
温
度
を
保
た
せ
る
べ
き
で
、
こ
の
季
節
に
は
窓
戸
を
閉
じ
て
温
暖
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
時
は
病
室
に
大
気
の
流
通
を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
さ
て
、
各
棟
に
は
一
種
類
の
患
者
を
住
わ
せ
て
、
別
種
類
の
疾
患
の
あ
る
も
の
を
混
入
し
て
は
い
け
な
い
。
た
と
え
ば
、
病
院
の
区
別
は
図
式
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
右
側
手
の
内
部
疾
患
々
者
室
は
大
別
し
て
各
部
四
室
（
一
号
室
は
熱
性
疾
患
患
者
、
二
号
室
は
皮
膚
病
患
者
、
三
号
室
は
快
復
期
患
者
、
四
号
室
は
内
臓
病
一65一
　
　
　
第
六
節
　
養
生
所
と
医
学
所
の
設
立
患
者
を
収
容
す
る
。
）
と
し
、
左
側
手
の
外
部
疾
患
々
者
も
大
別
し
て
各
部
四
室
（
五
号
室
は
創
傷
患
者
、
六
号
室
は
梅
毒
患
者
、
七
号
室
は
眼
病
患
者
、
八
号
室
は
済
癬
病
患
者
）
と
す
る
。
一
号
と
二
号
の
病
室
は
一
階
に
、
三
号
と
四
号
の
病
室
は
二
階
に
、
五
号
と
六
号
の
病
室
は
一
階
に
、
七
号
と
八
号
の
病
室
は
二
階
と
す
る
。
こ
の
患
者
の
配
置
は
毎
年
交
換
す
る
こ
と
が
最
も
よ
い
。
今
年
外
部
疾
患
々
者
を
置
い
た
病
室
は
翌
年
は
内
部
疾
患
々
者
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
実
験
す
る
の
に
肝
腎
な
こ
と
で
あ
る
。
病
室
は
開
諮
な
地
に
あ
る
べ
き
で
、
病
人
は
い
つ
も
新
鮮
な
大
気
を
得
る
所
を
撰
ぶ
。
例
え
ば
小
さ
な
丘
陵
は
最
良
の
場
所
で
、
通
風
の
よ
く
な
い
狭
隆
な
市
街
地
に
建
て
る
べ
き
で
は
な
い
。
病
院
は
郊
外
に
あ
る
の
が
最
も
理
想
的
で
あ
る
が
、
市
内
よ
り
余
り
遠
隔
で
は
い
け
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
患
者
を
送
る
の
に
不
便
だ
か
ら
で
あ
る
。
又
、
病
院
は
殊
に
水
質
に
注
意
を
要
す
る
。
小
池
或
い
は
小
川
が
あ
っ
て
、
清
水
の
注
流
が
よ
い
と
こ
ろ
は
大
い
に
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
溜
水
や
沼
沢
の
あ
る
場
所
は
避
け
る
べ
き
で
、
病
院
は
い
つ
も
良
質
の
清
水
を
多
く
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
水
を
多
く
使
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
以
上
、
病
院
の
構
造
及
び
そ
の
構
築
法
、
或
い
は
そ
の
使
用
法
を
述
べ
た
ポ
ン
ペ
は
更
に
病
院
の
概
略
を
掲
げ
た
外
、
更
に
病
室
、
薬
局
、
浴
室
の
内
形
及
び
衣
食
の
指
示
法
を
述
べ
、
病
院
規
則
を
立
て
る
要
件
を
知
り
た
け
れ
ば
、
そ
の
条
件
を
紙
面
に
記
載
し
て
届
け
ら
れ
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
喜
ん
で
そ
の
要
件
に
回
答
し
よ
う
と
記
し
て
い
る
。
　
又
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
も
こ
の
病
院
建
設
の
実
現
を
早
め
る
原
因
と
な
っ
た
が
、
当
時
コ
レ
ラ
の
治
療
は
病
院
建
設
に
よ
っ
て
多
少
と
も
実
現
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
一
対
策
で
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ラ
流
行
後
、
ポ
ン
ペ
の
病
院
建
設
に
関
す
る
建
白
書
を
携
え
て
江
戸
に
出
府
し
た
岡
部
駿
河
守
は
そ
の
用
件
を
終
え
て
九
月
三
日
（
一
八
五
八
年
十
月
九
日
）
に
江
戸
を
出
立
し
、
九
月
十
八
日
ハ
陽
暦
十
月
二
十
四
日
）
頃
長
崎
に
帰
着
し
た
が
、
江
戸
よ
り
の
用
件
の
事
務
引
継
ぎ
を
終
る
と
、
更
に
二
十
六
日
（
陽
暦
十
一
月
一
日
）
頃
に
は
船
便
で
長
崎
港
を
出
発
し
、
江
戸
、
長
崎
間
を
奔
走
し
た
。
こ
の
建
白
に
つ
い
て
も
、
岡
部
駿
河
守
の
尽
力
は
大
い
に
そ
の
効
果
を
示
し
、
翌
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
に
至
っ
て
江
戸
よ
り
病
院
設
立
の
許
可
が
達
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
ポ
ン
ペ
の
悲
一66一
願
実
現
を
期
す
べ
き
希
望
の
時
が
迫
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
幕
府
が
病
院
設
立
の
許
可
を
な
し
た
安
政
六
年
の
翌
七
年
（
一
八
六
〇
年
）
は
閏
三
月
一
日
（
陽
暦
四
月
二
十
一
目
）
、
改
元
さ
れ
て
万
延
と
な
っ
た
が
、
こ
の
年
閏
三
月
三
日
（
陽
暦
四
月
二
十
三
日
）
、
　
奉
行
所
は
安
政
二
年
九
月
十
二
日
以
来
、
目
安
方
を
勤
め
て
い
た
寺
崎
助
一
郎
と
共
に
橋
本
良
之
進
を
病
院
取
建
掛
に
任
じ
た
。
こ
の
二
人
と
ポ
ン
ペ
は
協
議
を
進
め
、
や
が
て
、
日
本
人
に
よ
る
建
築
工
事
が
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
万
延
元
年
四
月
八
日
（
陽
暦
五
月
二
十
八
日
）
、
岡
部
駿
河
守
は
町
便
を
以
て
「
病
院
唱
方
之
儀
二
付
申
上
候
書
附
」
を
幕
府
に
提
出
し
、
幕
府
は
早
川
庄
次
郎
を
経
て
そ
の
進
達
を
受
け
た
が
、
こ
こ
に
養
生
所
の
名
称
も
確
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
に
安
政
五
年
八
月
四
日
、
幕
府
よ
り
一
応
許
可
を
得
て
、
そ
の
後
、
病
院
設
立
に
関
す
る
経
費
の
取
調
を
行
っ
た
長
崎
奉
行
所
は
漸
く
そ
の
経
費
の
検
討
も
終
り
、
幕
府
の
承
認
を
得
た
訳
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
長
崎
代
官
高
木
作
右
衛
門
は
長
崎
奉
行
の
命
に
よ
っ
て
、
万
延
元
年
五
月
二
十
四
日
（
陽
暦
六
月
十
三
日
）
に
市
郷
の
者
救
憧
の
た
め
、
小
島
郷
の
内
字
佐
古
に
南
北
二
十
五
間
、
東
西
十
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
七
間
の
畑
地
四
百
二
十
五
坪
に
、
養
生
所
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
差
支
が
な
い
か
ど
う
か
を
一
応
村
方
に
糺
し
た
が
、
早
速
村
方
よ
り
異
議
の
な
い
旨
を
回
答
し
た
。
こ
れ
は
「
養
生
所
御
取
建
地
所
差
支
無
御
座
儀
申
上
候
書
付
」
と
し
て
奉
行
所
で
は
取
扱
っ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。
　
市
郷
之
者
共
町
救
憧
之
た
め
小
島
郷
之
内
唐
人
屋
敷
裏
手
に
お
ゐ
て
別
　
紙
絵
図
面
之
通
南
北
弐
拾
五
間
東
西
拾
七
間
之
場
所
に
養
生
所
御
取
建
　
可
相
成
筈
に
付
差
支
之
有
無
早
く
取
調
可
申
上
尤
御
年
貢
並
作
徳
銀
も
　
会
所
銀
之
内
み
仕
払
可
相
成
候
間
是
亦
其
心
得
を
以
て
可
取
調
旨
被
仰
　
渡
承
知
仕
候
則
村
方
相
糺
候
処
右
場
所
に
養
生
所
御
取
建
相
成
候
而
も
　
差
支
無
御
座
候
段
申
出
候
尤
御
年
貢
作
徳
銀
等
之
儀
者
取
調
追
而
可
申
　
上
依
之
其
段
申
上
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上
　
こ
れ
亦
、
ポ
ン
ペ
と
ト
ロ
ー
エ
ン
の
協
議
に
よ
っ
て
設
計
し
た
洋
式
病
院
の
設
立
準
備
の
一
歩
を
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ン
ペ
の
こ
う
し
た
準
備
は
着
実
な
方
法
と
不
屈
不
挽
の
意
志
に
よ
っ
て
確
固
た
る
一
念
を
全
う
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
養
生
所
の
敷
地
問
題
は
経
済
的
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
敷
地
問
題
が
一
応
解
決
し
て
か
ら
四
ヶ
月
後
の
七
月
に
至
っ
て
「
長
崎
村
小
嶋
郷
養
生
所
地
所
作
徳
銀
之
儀
申
上
候
書
付
」
が
審
議
さ
れ
、
養
生
所
設
立
の
場
所
は
小
島
郷
字
佐
一67一
　
　
　
第
六
節
　
養
生
所
と
医
学
所
の
設
立
古
の
畑
地
二
百
坪
（
地
主
は
銅
座
跡
の
永
見
庄
吉
で
、
作
徳
銀
は
一
ヶ
年
、
一
坪
に
つ
き
銀
一
匁
五
分
と
し
て
三
百
目
）
及
び
同
じ
』
く
畑
地
二
百
二
十
五
坪
（
地
主
は
小
島
郷
の
三
左
衛
門
で
、
作
徳
銀
は
前
と
同
様
の
割
合
で
三
百
三
十
七
匁
五
分
）
で
あ
り
、
合
計
、
畑
地
四
百
二
十
五
坪
に
な
り
、
そ
の
作
徳
銀
の
合
計
は
六
百
三
十
七
匁
五
分
で
あ
っ
て
、
長
崎
会
所
銀
の
う
ち
よ
り
七
月
よ
り
十
二
月
ま
で
半
年
分
の
作
徳
銀
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
　
一
方
、
八
月
二
十
七
日
（
陽
暦
十
月
十
一
日
）
、
岡
部
駿
河
守
は
宿
次
を
以
て
「
長
崎
表
養
生
所
新
規
御
取
建
御
普
譜
掛
人
数
之
儀
奉
伺
候
書
付
」
及
び
「
長
崎
表
養
生
所
新
規
御
取
建
御
普
請
掛
之
者
江
野
扶
持
被
下
方
之
儀
奉
願
候
書
付
」
を
幕
府
に
送
っ
た
。
佐
藤
清
次
郎
を
経
て
同
文
書
を
受
取
っ
た
幕
府
は
前
者
に
対
し
て
は
十
一
月
四
日
（
陽
暦
十
二
月
十
五
日
）
、
　
「
伺
之
通
可
被
申
渡
候
取
掛
候
上
可
成
丈
ケ
手
軽
い
た
し
御
入
用
少
二
出
来
候
様
可
被
取
計
侯
事
」
と
い
う
覚
を
下
附
し
、
後
者
に
対
し
て
は
十
一
月
二
十
五
日
（
一
八
六
一
年
一
月
五
日
）
、
「
書
面
調
役
並
江
七
人
扶
持
定
役
二
三
人
扶
持
充
勤
日
数
を
以
平
扶
持
之
積
野
扶
持
被
下
候
尤
渡
方
之
儀
者
是
迄
之
振
合
を
以
可
被
取
計
候
事
」
と
達
し
た
。
十
月
十
五
日
（
陽
暦
十
一
月
二
十
七
日
）
に
は
岡
部
駿
河
守
は
町
便
を
以
て
「
諸
術
教
師
蘭
人
共
江
拝
領
物
井
御
賞
詞
申
渡
候
儀
申
上
侯
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
、
幕
府
は
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
同
月
二
十
六
日
（
陽
暦
十
二
月
八
目
）
に
こ
れ
を
受
取
っ
た
。
そ
し
て
更
に
病
院
取
建
掛
を
養
生
所
御
普
請
掛
と
改
称
し
、
十
二
月
十
七
日
（
一
八
六
一
年
一
月
二
十
七
日
）
、
宿
次
を
以
て
「
長
崎
表
養
生
所
御
普
請
掛
申
渡
侯
儀
申
上
侯
書
付
」
を
幕
府
に
報
じ
た
。
こ
れ
は
翌
年
正
月
二
十
二
目
（
陽
暦
二
月
一
日
）
に
幕
府
に
届
け
ら
れ
て
い
る
が
、
万
延
二
年
は
二
月
二
十
八
日
（
陽
暦
四
月
七
日
）
、
改
元
さ
れ
て
丈
久
と
な
っ
た
。
こ
の
年
二
月
十
七
日
（
陽
暦
三
月
二
十
七
日
）
、
ポ
ン
ペ
の
希
望
に
よ
っ
て
、
長
崎
奉
行
所
は
「
教
師
蘭
人
医
官
大
判
買
請
度
段
申
立
候
二
付
奉
伺
候
書
付
」
を
幕
府
に
提
出
し
、
二
月
二
十
六
日
（
陽
暦
四
月
五
目
）
、
こ
れ
を
受
取
つ
た
幕
府
は
三
月
二
十
日
（
陽
暦
四
月
二
十
九
日
）
に
至
り
、
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
覚
を
発
し
、
「
書
面
之
趣
何
様
申
立
候
と
も
通
用
貨
幣
二
無
之
候
間
難
相
成
段
篤
与
諾
得
及
行
候
様
可
被
致
候
事
」
と
答
え
て
い
る
。
ポ
ン
ペ
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
こ
の
よ
う
な
申
出
を
な
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
■
い
が
、
養
生
所
建
設
に
関
し
て
は
、
更
に
五
月
七
日
r68一
（
陽
暦
六
月
十
四
日
）
に
至
り
、
岡
部
駿
河
守
は
、
朝
比
奈
甲
斐
守
昌
寿
と
連
署
し
て
「
長
崎
養
生
所
取
計
向
等
御
入
用
筋
等
之
儀
二
付
奉
伺
候
書
付
」
を
町
便
に
よ
り
幕
府
に
提
出
し
た
。
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
五
月
十
八
日
（
陽
暦
六
月
二
十
五
日
）
に
安
藤
対
馬
守
に
届
け
ら
れ
て
こ
の
文
書
に
対
す
る
返
書
は
八
月
九
日
（
陽
暦
九
月
十
三
日
）
、
　
安
藤
対
馬
守
よ
り
湯
浅
貫
一
郎
を
経
て
下
附
さ
れ
た
。
即
ち
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
覚
　
書
面
之
趣
者
当
節
手
初
之
事
に
も
候
間
今
一
応
等
を
勘
弁
い
た
し
手
軽
　
二
取
調
直
し
猶
奉
伺
候
様
可
被
致
候
事
　
こ
れ
は
九
月
十
八
日
（
陽
暦
十
月
二
十
一
日
）
、
町
便
を
以
て
長
崎
に
届
け
ら
れ
、
長
崎
で
は
わ
が
国
最
初
の
洋
式
病
院
建
設
に
対
す
る
万
全
を
期
し
た
調
査
を
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
　
（
な
お
こ
の
文
書
は
幕
府
に
対
し
て
は
朝
比
奈
甲
斐
守
の
転
勤
に
伴
い
、
岡
部
駿
河
守
と
他
一
名
の
連
署
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
）
　
こ
れ
よ
り
先
、
五
月
七
日
（
陽
暦
六
月
十
四
日
）
、
前
記
文
書
と
共
に
二
人
の
奉
行
は
養
生
所
の
地
続
き
の
医
学
所
建
設
を
幕
府
に
報
じ
た
。
こ
の
病
院
建
築
の
着
工
後
、
ポ
ン
ペ
は
自
ら
の
希
望
で
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
あ
る
患
者
の
規
則
正
し
い
看
病
も
、
自
分
の
臨
床
的
研
究
も
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
奉
行
所
は
そ
の
建
築
に
対
す
る
監
督
も
一
切
ポ
ン
ペ
に
一
任
し
た
。
然
し
、
幕
府
は
患
者
治
療
の
実
際
的
な
様
式
に
種
々
干
渉
し
、
日
本
の
習
慣
に
合
致
し
な
い
洋
式
病
院
の
建
設
に
種
々
忠
告
を
発
し
た
。
例
え
ば
、
役
人
は
患
者
を
ベ
ッ
ト
に
収
容
す
る
こ
と
は
日
本
人
は
好
ま
な
い
、
で
あ
ろ
う
と
か
、
洋
食
を
目
本
人
に
与
え
て
も
迷
惑
が
る
で
あ
ろ
う
と
か
、
衣
服
も
従
来
の
も
の
を
使
用
す
る
で
あ
ろ
う
な
ど
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
従
え
ば
新
し
い
洋
式
病
院
の
制
度
は
殆
ど
無
駄
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ポ
ン
ペ
は
こ
れ
に
対
し
て
病
院
取
建
掛
に
上
申
し
、
奉
行
に
内
情
を
明
白
に
示
し
て
諒
解
を
得
る
よ
う
に
求
め
た
。
然
し
掛
の
役
人
は
そ
れ
が
無
理
で
あ
り
、
日
本
の
習
慣
が
強
い
こ
と
を
答
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、
ポ
ン
ペ
は
在
来
の
日
本
式
病
院
の
規
格
を
固
執
す
る
人
々
に
対
し
て
、
自
分
の
今
度
新
し
く
建
築
す
る
洋
式
病
院
は
全
く
新
し
い
様
式
を
備
え
、
目
本
に
創
設
さ
れ
よ
う
と
す
る
最
高
級
の
病
院
で
あ
る
旨
を
訴
え
た
が
、
掛
の
役
人
は
そ
れ
は
楽
で
は
な
か
ろ
う
と
答
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
ポ
ン
ペ
は
奉
行
を
訪
問
し
、
そ
の
干
渉
を
一69〒
　
　
　
　
第
六
節
　
　
養
生
所
と
医
学
所
の
設
立
好
ま
な
い
旨
を
伝
え
、
診
察
治
療
は
も
と
よ
り
、
経
営
の
方
も
一
任
さ
れ
た
い
旨
を
述
べ
、
甚
だ
強
硬
な
態
度
を
示
し
、
漸
く
奉
行
の
承
諾
を
得
、
遂
に
意
見
を
異
に
す
る
橋
本
良
之
進
を
退
け
、
中
山
誠
一
郎
を
起
用
し
て
す
べ
て
掛
役
人
を
ポ
ン
ペ
の
命
に
従
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
状
態
に
至
る
ま
で
に
な
さ
れ
た
役
人
の
干
渉
に
当
惑
し
た
ポ
ン
ペ
は
奉
行
所
の
役
人
を
招
じ
、
起
案
を
そ
の
掛
に
委
任
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
漸
く
病
院
建
築
は
円
滑
化
し
、
統
制
さ
れ
た
の
で
、
ポ
ン
ペ
は
病
院
建
築
の
事
務
的
遅
延
の
原
因
が
経
済
的
理
由
に
あ
っ
た
と
思
い
当
っ
た
。
そ
し
て
講
義
の
往
来
の
途
次
に
建
築
の
監
督
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
安
政
五
年
五
月
に
提
出
し
た
病
院
の
規
模
よ
り
は
小
い
病
院
で
あ
っ
た
が
、
建
築
は
順
調
に
進
捗
し
た
。
　
さ
て
、
文
久
元
年
三
月
十
九
日
（
一
八
六
一
年
四
月
二
十
八
目
）
、
代
官
高
木
作
右
衛
門
は
養
生
所
設
置
の
場
合
と
同
様
に
、
長
崎
奉
行
所
の
縞
木
貫
一
に
対
し
て
次
の
報
告
を
な
し
た
。
　
小
島
郷
養
生
所
続
別
紙
絵
図
面
之
通
百
四
拾
参
坪
余
之
場
所
に
医
学
所
　
御
取
建
相
成
候
積
に
付
差
支
之
有
無
早
々
取
調
可
申
上
尤
御
年
貢
並
作
　
徳
銀
共
会
所
銀
之
内
み
仕
払
可
相
成
候
間
是
亦
其
心
得
を
以
て
可
取
調
　
旨
被
仰
渡
承
知
仕
候
則
村
方
相
糺
候
処
右
場
所
に
医
学
所
御
取
建
相
成
　
候
而
も
差
支
無
御
座
候
段
申
出
候
御
年
貢
作
徳
銀
等
之
儀
者
取
調
別
紙
　
以
申
上
候
依
之
此
段
申
上
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上
　
こ
れ
は
ポ
ン
ペ
が
大
村
町
の
医
学
伝
習
所
と
小
島
の
養
生
所
と
、
遠
隔
地
に
お
い
て
医
学
教
育
を
続
け
る
こ
と
の
不
便
さ
を
痛
感
し
、
医
学
所
の
増
設
を
再
び
幕
府
に
請
う
た
結
果
、
そ
れ
を
諒
承
し
た
幕
府
の
通
達
に
よ
っ
て
、
長
崎
奉
行
所
は
養
生
所
に
隣
接
す
る
地
所
百
四
十
三
坪
五
合
に
医
学
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
一
応
村
方
へ
差
支
の
有
無
を
問
合
せ
る
べ
く
、
代
官
高
木
作
右
衛
門
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
高
木
氏
は
村
方
よ
り
何
等
異
議
の
な
い
旨
の
回
答
を
得
た
の
で
、
文
久
元
年
三
月
付
、
「
養
生
所
続
医
学
所
御
取
建
地
所
差
支
無
御
座
儀
申
上
候
書
付
、
作
法
書
上
共
」
を
以
て
奉
行
所
に
上
掲
の
事
情
を
報
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
医
学
教
育
の
場
所
も
統
一
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て
、
始
め
て
そ
の
効
果
を
得
ら
れ
る
契
機
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ポ
ン
ペ
の
理
想
は
着
々
と
実
現
す
べ
き
時
が
近
付
き
、
且
つ
、
場
所
の
決
定
も
事
な
く
終
っ
て
、
教
師
、
学
生
と
も
安
緒
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
養
生
所
地
続
き
に
医
学
所
を
設
立
す
る
場
所
は
小
島
郷
字
佐
古
の
畑
地
（
十
六
坪
の
地
主
は
一70一
出
来
鍛
冶
屋
町
武
内
億
助
で
、
そ
の
作
徳
銀
は
一
ケ
年
、
一
坪
に
つ
き
、
銀
一
匁
五
分
と
し
て
二
十
四
匁
。
七
十
二
坪
五
合
の
地
主
は
銅
座
跡
の
永
見
庄
吉
で
、
作
徳
銀
は
百
八
匁
七
分
五
厘
。
五
十
五
坪
の
地
主
は
小
島
郷
の
三
左
衛
門
で
、
作
徳
銀
は
八
十
二
匁
五
分
。
）
百
四
十
三
坪
五
合
で
、
作
徳
銀
の
合
計
は
、
二
百
十
五
匁
二
分
五
厘
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
畑
地
は
地
主
か
ら
借
用
し
て
い
た
の
で
、
奉
行
所
よ
り
作
徳
銀
を
長
崎
会
所
銀
の
内
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
地
主
へ
毎
年
七
月
、
十
二
月
の
両
度
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
文
久
元
年
五
月
七
日
（
陽
暦
六
月
十
四
日
）
、
岡
部
駿
河
守
は
朝
比
奈
甲
斐
守
と
連
署
し
て
「
養
生
所
続
江
医
学
所
教
授
七
役
住
居
取
建
候
儀
二
付
申
上
侯
書
付
」
を
町
便
に
よ
っ
て
幕
府
に
進
達
し
た
。
そ
の
後
、
養
生
所
は
若
干
模
様
替
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
小
限
の
経
費
で
着
工
さ
れ
て
か
ら
、
ほ
ぼ
完
成
の
域
に
近
付
い
た
の
で
あ
る
が
、
七
月
二
十
八
日
（
陽
暦
九
月
二
日
）
、
岡
部
駿
河
守
は
町
便
に
よ
り
「
長
崎
表
養
生
所
御
模
様
替
之
儀
二
付
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
の
で
あ
る
。
医
学
所
の
建
設
は
大
村
町
伝
習
所
の
施
設
が
不
備
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
充
実
を
計
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
　
さ
て
、
養
生
所
と
医
学
所
の
工
事
は
、
種
々
の
困
難
な
条
件
を
克
服
し
て
、
丈
久
元
年
七
月
一
日
（
陽
暦
八
月
六
日
）
に
至
り
、
漸
く
落
成
し
た
。
養
生
所
の
設
備
は
当
初
、
病
室
（
八
室
、
各
室
の
ベ
ッ
ト
数
は
十
五
）
、
隔
離
患
者
室
及
び
手
術
室
（
四
室
）
、
薬
品
．
機
械
類
・
図
書
等
備
附
室
（
一
室
、
図
書
は
薬
理
学
雑
誌
そ
の
他
で
、
文
久
二
年
、
ポ
ン
ペ
が
帰
国
し
た
後
、
江
戸
に
送
ら
れ
た
。
）
、
料
理
室
（
コ
ッ
ク
部
屋
、
↓
室
、
患
者
調
理
所
で
、
時
に
は
洋
食
も
調
え
ら
れ
た
。
）
、
ポ
ン
ペ
の
在
勤
す
る
病
院
事
務
室
、
当
直
医
室
、
浴
室
、
運
動
室
（
恢
復
期
患
者
の
散
歩
用
に
当
て
た
。
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
病
院
の
西
隣
に
建
っ
て
い
た
一
棟
の
建
物
が
医
学
所
で
、
そ
こ
は
教
室
、
寄
宿
舎
な
ど
が
あ
っ
て
、
松
本
良
順
の
監
督
下
に
あ
っ
た
。
元
来
、
ポ
ン
ペ
の
病
院
設
立
の
建
言
は
大
村
町
調
練
所
跡
の
建
物
を
病
院
と
し
、
五
十
人
ば
か
り
を
収
容
す
る
病
院
の
増
築
を
予
定
し
、
主
と
し
て
町
方
の
出
金
に
よ
っ
て
経
費
を
補
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
完
成
し
た
養
生
所
と
医
学
所
は
全
く
ポ
ン
ペ
に
と
っ
て
は
快
い
場
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
場
所
を
得
る
ま
で
の
ポ
ン
ペ
の
労
苦
は
誠
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
こ
れ
は
全
く
ポ
ン
ペ
の
堅
忍
不
抜
の
精
神
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第
六
節
　
養
生
所
と
医
学
所
の
設
立
に
よ
る
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
落
成
当
目
は
講
義
は
休
講
で
あ
っ
た
。
関
寛
斉
目
記
に
「
病
院
出
来
祝
義
ニ
ツ
キ
レ
ス
止
ム
由
テ
嵯
峨
根
氏
二
頼
ミ
写
真
ス
」
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
養
生
所
と
医
学
所
の
年
貢
作
徳
銀
に
つ
い
て
は
文
久
元
年
正
月
に
奉
行
所
に
対
し
て
陳
情
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
作
徳
銀
と
御
手
当
銀
出
方
に
対
す
る
陳
情
も
同
年
四
月
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
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